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意見提出元  特定ラジオマイク利用者連盟 

 

意見項目 意見内容 

(1) ワイヤレスブロードバンド

の今後の展望 

現在使用されている放送事業者用の８００ＭＨｚ帯

ＦＰＵ（770～806MHz）は放送事業者用専用とされてお

り、Ａ型ラジオマイク＊－１はその周波数帯域を調    

整し共用波として使用している。この周波数帯域をＦ

ＰＵとＡ型ラジオマイクの「共用周波数帯域」として

存続させたい。 

 この様に、同じ周波数帯域を共用して使用している

のは世界でも類を見ない限りある電波資源の有効活用

になっている。 

＊－１：Ａ型ラジオマイクとは正式には「特定ラジ

オマイクの陸上移動局」として免許状のいる無線局で

その使用周波数、出力など法律で決められている。 

 使用周波数が放送局の８００ＭＨｚ帯ＦＰＵと共用

するため、放送局の８００ＭＨｚ帯ＦＰＵに支障を与え

ないよう、特定ラジオマイク利用者連盟（以下、     

特ラ連と略す）を設立して全国の放送局と運用協定を

結んでおり、放送局を除いてＡ型ラジオマイクを購入

したら会員となって免許を受けて、特ラ連の運用     

調整を受けることになっています。 

(2) ワイヤレスブロードバンド

を実現するための課題 

ａ．放送事業者用の８００ＭＨｚ帯ＦＰＵ（770～

806MHz）を必要とする理由 

① 放送局の果たす役割の中に、「緊急・災害時の報道

により国民の生命・財産を守らなければならない」。こ

の 役 割 を 果 た す た め に 、 い か な る 条 件       

下（天変地異が起こっても）でも使用できる８００Ｍ

Ｈｚ帯のＦＰＵによる伝送系は堅持する必要がある。 

② マラソンを初め移動映像を茶屋の間と同時進行で情報

を伝える伝送手段はこの周波数帯域を除いて存在は難し

い。 

ｂ．Ａ型ラジオマイクにとって８００ＭＨｚ帯（770

～806MHz）を必要とする理由 

① 運用協定によって、ＦＰＵの使用の有無に関わらず

運用連絡調整がなされ日本国内全てのＡ型ラジオマイ

ク （ 以 下 、 ラ ジ オ マ イ ク と 略 す ） ２ 万 数       

千本（会員・放送局を合わせて）が運用調整され最大

限に運用されている。全国年間運用連絡調整件数は１

４万件に成っている。 

 この様にして共用波の位置付けで限られた周波数を

最大限に活用されている。 

② ８００ＭＨｚ帯のＦＰＵをＦＰＵの放送専用波だ
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けと認識していると日本国内で使用しているラジオマイクは

すべで使用不能になる。（国内全ての公共の会館・ホール

を初め放送局、ラジオマイクを使用しているプロダクション

などの固定使用局・移動局の業務が麻痺し特ラ連の多くの

会員は経営が成り立たなくなる） 

③ 昨年、ラジオマイクの高度化が告示され、この帯域

で次の時代を築くことに夢を抱かせたのに、「無」にし

ないで欲しい。 

④ ８００ＭＨｚ帯ラジオマイクは送信出力不足、波不

足などがあるが演出の多様化にも応えられる等の特徴

と 周 波 数 的 に も 電 気 的 諸 性 能 が 安 定 し て       

おり、安定運用できる周波数帯域である。 

⑤ 新しい移転先を見つけ、技術開発・実験して運用で

きる実証を得て、実際に運用できる確証を得るまでは

相当の時間を要するものと思います。 

特ラ連が設立された平成２年、それまで使用してい

たラジオマイクが運用停止になるまで１０年かかり莫

大な経費負担になった。 

⑥ 特ラ連は人・物・金がない。会員も中小零細・個人

企業で送受１式のラジオマイクを新しくするには従来

か ら 使 用 し て い る 減 価 償 却 経 費 を 考 え る       

と購入についてはアンテナ一式など含めて平均３００

万円程度を必要とする。 

(3) 関連する国内外の動向と課

題 

ラジオマイクも、世界統一周波数帯の提案があれば

之に対応したい。 

(4) その他、将来のワイヤレスブ

ロードバンドによるサービス

やシステムに関する事項 

① ＦＰＵ（放送局用）とラジオマイク（特ラ連の音響

業務用と放送局の放送事業用を合わせる）で使用して

い る ８ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ 帯 域 （ 770 ～ 806MHz ）               

を「共用周波数帯域」としてワイヤレスブロードバン

ドの中に位置付け、特ラ連と全放送局による周波数の

運 用 連 絡 調 整 機 関 を 設 置 し 、 同 じ 周 波                

数帯域を共用して映像・音声文化の発展に共存共栄す

る世界でも類を見ない限りある電波資源の有効活用を

していきたい。 

② 放送局の技術開発により、ＦＰＵ一対向の帯域幅を

狭帯化して共用波の運用効率を上げて、ＦＰＵの運用

に よ る 障 害 ・ 混 信 を 押 さ え て ラ ジ オ マ イ       

ク波数不足と送信出力不足を解消したい。 

 


